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■平成22年度（社）日本造園学会北海道支部エクスカーション                100905 

円山公園周辺を巡る歴史的動き 

《開拓期の動き》 

・ 明治2年11月11日、開拓判官
島義勇は、コタンベツの丘から

遙か東方を見渡して、現在の南

一条通を決めたといわれる。

(南一条通と大友堀(現在の創

成川)の交点が札幌の基点にな

った) 

・ 島は本府周辺集落育成の必要

性から、東北地方への農民募集

を行い、明治3年酒田や越後か

らの118戸394名の移民を受け

入れた。この年が庚午であった

ため、庚午一ノ村(苗穂)、庚午

二ノ村(丘珠)、庚午三ノ村(円山)等に分かれ

て移住していった。 

・ 開拓三神を携えて来道し、仮殿に安置してい

たが、明治4年に現在地に遷座して札幌神社

が創建された。この場所選定に当たって助言

を行ったのは、江戸時代末期に札幌周辺(篠

路)に最も古く入植していた早山清太郎(福

島県西白河郡出身)で、水田耕作も早くから

成功している。 

・ 島による本府の構想は東洋風の首都造りに
あったことは島の残した「石狩国本府指図」

からも分かっているが、島が翌年に更迭され

てしまったため、実際の街区割りは明治4年

から5年にかけて後任の岩村通俊判官の指示

で行われている。 

・ この山はアイヌ語では「モイワ(小さな山)」と呼ばれていたが、明治4年に岩村によって円山村と改名

されたことから、山の名前も円山と呼ばれるようになった。 

・ 本来は「インカルシペ(いつも遠くを見渡すところ)」という名前であった山に、なぜかモイワの名前が
引っ越して、現在の藻岩山になってしまっている。 

・ 明治4年 開拓史がイチイ、ハリギリ、エゾヤマザクラ、カツラ、トドマツなどの伐採を禁じ、6年に
は札幌周辺に官林(円山は禁伐林)を設置して森林の保護に当たった。 

・ しかし現実には、かなり有用材は伐採されたと見え、本来「椴木立也」と言われた藻岩・円山からトド
マツはほとんど姿を消してしまっている。 

(「さっぽろ文庫別冊 札幌歴史地図」札幌市教育委員会、S53) 
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・ 円山山頂から良質の石材が産出されることが分かるや、

明治5年には山頂から採掘された原石を山腹に転げ落と

し、山麓で加工して開拓使(現在の赤レンガの前身)の基

礎石材とされたほどである。(石材採掘はこの年のみで

中止された) 

・ 島義勇は、明治7年の佐賀の乱の首謀者の一人として捕
縛され、直ちに斬首晒し首になったが、札幌において島

の道案内などを行った福玉仙吉はそれを悼み、翌8年に

近隣より集めた桜の苗木を札幌神社の参道に植えた。こ

の桜が大きく育ち、札幌における観桜の始まりとされる。 

・ 明治 13 年 開拓使本府(現在の道庁赤レンガ周辺)周辺にあ
った官園(作物の試作場)を円山に移設し、円山養樹園と

して現在の坂下グランド周辺に設置した。 

・ 国内外の様々な樹種の試作を行って、成績のよかったカ
ラマツやニセアカシアを全道に普及させていった。スギ

を初めとする様々な樹木が現在も残されている。(その

後明治34年に旭川の神楽に移転) 

 

 

(「円山の歴史と自然」田中潜著、昭和33年 より) 
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《公園としての整備へ》 

・ 明治 33 年の札幌区会に札幌の公園設置を建議し、中島遊園地を繁華な公園、円山公園を清邃な自然公
園として設置する意向を委員会で決定し、御料局と貸し下げの交渉を行った。 

・ 明治36年 御料地から公園予定地として借り受け、41年東京市技師の長岡安平に公園計画を委嘱し、

翌42年に公園整備が行われている。 
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・ 大正10年3月3日 国有林部分が「国指定天然記念物」となる。 

・ これまでに約550種もの植物が円山で確認され、大都市内に原生林的な植生が残されているのは世界的
にも大変珍しいものとなっている。 

・ 大正12年には、電車が円山公園まで延長されると行楽地としての価値が高まり、大正14年には現在の

坂下グラウンド付近に各種遊戯施設、バスケットボールコート、相撲場などの整備が行われている。 

・ 昭和7年から正規の運動競技場を公園内に設置することを計画し、同9年には札幌市立総合グラウンド
の名前の元、400ｍトラック、公式野球場、テニスコート、相撲場などの整備が行われた。 

・ 昭和14年には、都市計画風致地区の指定を受けている。 
・ 戦後グラウンドは米軍に接収されるが、昭和 24 年に解除され、同 26 年には日米陸上競技大会、同 29

年には世界スピードスケート選手権大会、第9回国民体育大会などが開催され、各種スポーツのメッカ

となっている。 

・ 動物園は、昭和 26 年のこどもの日に、札幌市円山児童遊戯施設として開設されたが、その時の展示動

物はオオワシ一羽、エゾシカ一頭、ヒグマの子二頭であった。 

・ 同年9月15日に札幌市円山動物園と改称され、現在に至っている。 
・ 都市公園(総合公園)として告示されたのは昭和32年3月23日であり、面積は686,553㎡である。しか

し、市民にとって北海道神宮は別としても、自然歩道が開設されている円山原始林(国有林)との区別は

意識されにくく、管轄の違う総合グラウンドや動物園との区分も明確なものとはなっていない。 
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